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沖
縄
を
地
域
安
全
保
障
体
制
の
拠
点
に

ヤ
マ
ト
に
は
沖
縄
を
犠
牲
に
し
て
き
た
過
去
の
負
債
が
あ
る

コ
イ
ン
の
裏
と
表

戦
後
史
の
中
で
、
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
（
沖
縄
以
外
の
日
本
社
会
の
こ

と
を
こ
う
呼
ん
で
お
く
）
の
関
係
は
、
コ
イ
ン
の
裏
と
表
の
よ
う
だ
。

裏
と
表
が
同
時
に
同
じ
光
を
浴
び
る
こ
と
は
な
い
。
ヤ
マ
ト
の
陰
と

な
り
大
国
の
狭
間
で
揺
れ
る
沖
縄
の
歩
み
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、

長
い
こ
と
他
国
に
統
治
さ
れ
そ
の
政
治
の
課
題
を
抱
え
た
香
港
と
も

ど
こ
か
似
て
い
る
。
た
だ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
イ
ギ
リ
ス
に
統

治
さ
れ
た
香
港
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
欧
米
へ
の
窓
口
と
し
て
光
を
浴

び
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、「
平
和
国
家
」
の
道
を
歩
ん
だ
ヤ
マ
ト
の

裏
面
で
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
「
軍
事
植
民
地
」
と
し
て
、
B 

52
戦
闘

機
な
ど
を
ベ
ト
ナ
ム
へ
送
り
出
し
、「
悪
魔
の
島
」
と
呼
ば
れ
た
り
し

た
。
ヤ
マ
ト
の
平
和
国
家
の
顔
は
、
沖
縄
を
悪
魔
の
島
と
し
て
切
り
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5
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6
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7
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●

8
さ
い
ご
に

「
琉
球
処
分
」
以
降
の
沖
縄
の
歩
み
は
、
自
ら
の
意
思
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
の
あ
り
方
、
運
命
が
決
定
さ
れ
て
き
た
。
コ
イ

ン
の
裏
と
表
の
よ
う
な
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
、「
平
和
国
家
」
ヤ
マ
ト
の
裏
の
「
米
軍
基
地
の
島
」
沖
縄
。
自
ら
望
ん
だ
も
の
で
は
な
い
「
基

地
の
島
」
の
あ
り
方
、
運
命
を
、
沖
縄
は
い
ま
ど
の
よ
う
に
変
革
し
よ
う
と
す
る
の
か
。

民
主
政
権
と
日
米
中
・
安
保
・
沖
縄
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離
し
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
統
治
と
い
う
形
を
仲
介
と
し
な
が
ら
つ

な
ぎ
と
め
て
お
く
こ
と
で
成
立
し
て
い
た
。

現
在
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
沖
縄
は
「
日
本
復
帰
」（
一
九
七
二
年
）

で
日
本
の
政
治
社
会
に
再
び
組
み
込
ま
れ
た
が
、
ヤ
マ
ト
か
ら
巨
大

な
米
軍
基
地
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄
が
普
天
間
の
米
軍
基

地
な
ど
の
撤
去
を
主
張
す
れ
ば
、
迷
惑
施
設
が
身
近
に
来
る
の
で
は

な
い
か
、
ヤ
マ
ト
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ヤ
マ

ト
は
恐
れ
沖
縄
の
主
張
を
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
。
米
軍
基
地
撤
去

は
沖
縄
の
負
担
軽
減
に
な
る
が
、
ヤ
マ
ト
の
課
題
を
増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
。
表
面
に
現
れ
る
社
会
的
な
事
象
は
復
帰
前

と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
が
、
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
の
利
害
は
根
本
的
に

違
う
位
相
に
あ
り
、
未
だ
に
コ
イ
ン
の
裏
と
表
で
あ
る
。
日
本
の
あ

り
方
を
根
本
的
に
変
え
な
い
か
ぎ
り
、「
平
和
国
家
日
本
」
は
沖
縄
の

犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
沖
縄
の
犠
牲
を
取
り
除
こ
う

と
す
れ
ば
、「
平
和
国
家
日
本
」
の
擬
制
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
日
本
政
府
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
「
平
和
国
家
日
本
」
の

名
誉
を
維
持
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
犠
牲
を
取
り
除
く
こ
と
は
不
可
能

な
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
が
自
身
の
近
代
の
歩
み
を
わ
き
ま
え
つ

つ
、
ア
メ
リ
カ
の
武
力
の
恫
喝
と
、
抑
制
と
に
拠
ら
ず
、
近
隣
の

国
々
・
地
域
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
始
め
れ
ば
い
い
。

国
際
政
治
は
大
国
の
論
理
・
事
情
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
は
、
そ
の
影
響
力
か
ら
当
然
な
の
だ
が
、
時
に
は
そ
れ
に
翻
弄
さ

れ
る
小
国
・
地
域
の
人
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
も
当
然
な
が
ら
、
そ
の
主
張
と
人
間
と
し

て
の
尊
厳
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
歴
史

は
、不
合
理
な
関
係
が
長
く
続
く
こ
と
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

続
く
「
琉
球
処
分
」

日
本
政
府
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

と
す
る
連
合
国
と
の
間
の
戦
争
状
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
平
和
条
約

を
結
ん
だ
。
全
面
講
和
論
も
あ
り
国
論
は
二
分
さ
れ
た
が
、
最
終
的

に
は
ソ
連
な
ど
を
の
ぞ
く
部
分
的
な
講
和
だ
っ
た
。
主
権
回
復
の
見

返
り
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
政
府
は
そ
の
条
約
三
条
で
、
沖
縄
を
ア

メ
リ
カ
へ
委
ね
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
平
和
条
約
が
結
ば
れ
た

同
日
、
日
米
両
政
府
は
日
米
安
保
条
約
（
旧
条
約
）
を
締
結
し
た
。

米
軍
の
駐
留
を
認
め
つ
つ
さ
さ
や
か
な
縛
り
を
つ
け
た
日
米
安
保
条

約
（
新
旧
と
も
）
で
さ
え
も
、
切
り
離
さ
れ
た
沖
縄
に
は
適
用
さ
れ

な
い
。
米
軍
は
沖
縄
の
基
地
を
自
由
に
使
え
る
お
墨
付
き
を
も
ら
っ

た
。
ヤ
マ
ト
は
か
つ
て
は
武
力
で
併
合
し
た
南
の
島
々
を
ア
メ
リ
カ

の
「
軍
事
植
民
地
」
に
提
供
し
、
沖
縄
人
の
人
権
を
抑
圧
さ
せ
た
ま

ま
、
自
ら
は
「
平
和
国
家
」
と
し
て
国
際
社
会
に
復
帰
し
て
い
っ
た
。

こ
の
構
図
は
基
本
的
に
現
在
も
変
わ
ら
な
い
。

日
米
両
政
府
に
沖
縄
を
軍
事
植
民
地
と
す
る
権
限
は
あ
っ
た
の
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か
。
当
事
者
の
意
思
で
は
な
く
、
日
米
両
政
府
が
一
方
的
に
沖
縄
の

あ
り
方
を
決
定
す
る
や
り
方
や
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
植
民
地
と
し
た

こ
と
に
対
し
、
沖
縄
で
は
「
第
二
次
琉
球
処
分
」
と
呼
ぶ
者
が
い
る
。

二
回
目
の
琉
球
処
分
だ
と
い
う
の
だ
。
付
け
加
え
れ
ば
、
一
九
七
二

（
昭
和
四
七
）
年
の
「
日
本
復
帰
」
は
第
三
次
琉
球
処
分
、
一
九
七
八

（
昭
和
五
三
）
年
の
交
通
方
法
変
更
は
第
四
次
琉
球
処
分
と
も
呼
ば

れ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
「
処
分
」
と
い
う
言
い
方
に
は
、

沖
縄
の
意
思
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
の
あ
り
方
や
運
命
が
決

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
抗
議
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
の
「
琉
球
処
分
」
は
、
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
明
治
政

府
に
よ
る
琉
球
国
併
合
解
体
過
程
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。「
琉
球
処
分
」
と
は
穏
や
か
で
は
な
い
が
、
沖
縄
側
が
作
り
出
し

た
用
語
で
は
な
い
。
明
治
政
府
は
一
八
七
九
（
光
緒
五
、
明
治
一
二
）

年
、
琉
球
藩
（
明
治
政
府
は
琉
球
国
を
一
八
七
二
年
、
琉
球
藩
と
し

て
い
た
）
を
廃
止
し
、
沖
縄
県
を
置
い
た
こ
と
を
示
す
「
琉
球
藩
処

分
」
と
い
う
用
語
が
あ
っ
た
。
処
分
官
に
任
命
さ
れ
処
分
を
担
当
し

た
内
務
大
書
記
官
松
田
道
之
は
任
務
を
終
え
た
後
『
琉
球
処
分
』（
全

三
巻
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
一
連
の
行
政
文
書
な
ど
を
ま
と
め
た
。

ま
さ
に
、
明
治
政
府
よ
っ
て
一
九
世
紀
末
、
琉
球
国
は
「
処
分
」
さ
れ

た
。
こ
れ
が
「
第
二
次
」「
第
三
次
」
と
続
く
「
琉
球
処
分
」
の
始
ま

り
だ
。

「
処
分
」
と
い
う
単
語
を
『
大
辞
林 

第
二
版
』
で
引
く
と
、
⑴
不
要

な
物
な
ど
を
捨
て
た
り
、
他
に
売
り
払
っ
た
り
す
る
こ
と
。
か
た
を

つ
け
る
こ
と
。
⑵
規
則
に
反
し
た
者
な
ど
を
処
罰
す
る
こ
と
。
⑶
物

事
を
処
理
す
る
こ
と̶

な
ど
の
意
。
明
治
の
「
琉
球
処
分
」
は
「
規

則
に
反
し
た
者
な
ど
を
処
罰
す
る
こ
と
」
と
な
る
か
。

明
治
政
府
が
一
八
七
九
（
光
緒
五
、
明
治
一
二
）
年
に
行
っ
た
琉

球
処
分
の
公
式
の
直
接
的
理
由
は
、
琉
球
に
対
し
発
し
た
⑴
琉
球
と

清
国
と
の
外
交
の
停
止
命
令
＝
明
治
八
年
五
月
二
九
日
付
⑵
琉
球
藩

の
裁
判
権
な
ど
の
停
止
命
令
＝
明
治
九
年
五
月
七
日
付̶

と
い
う
二

つ
の
命
令
に
従
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
簡
単
に
言
え

ば
、
外
交
権
と
司
法
権
を
停
止
剥
奪
し
た
が
、
そ
れ
に
従
わ
ず
行
使

し
た
と
い
う
こ
と
。
処
分
命
令
と
同
時
に
出
さ
れ
た
勅
語
で
、
明
治

天
皇
は
「
朕
一
視
同
仁
深
ク
既
往
ノ
罪
ヲ
責
メ
ス
該
藩
ヲ
廃
シ
尚
泰

ヲ
東
京
府
下
ニ
移
シ
」
と
し
て
い
る
。
明
治
天
皇
に
よ
る
と
、
本
来

な
ら
ば
「
罪
」
に
問
う
べ
き
だ
が
、
そ
れ
を
し
な
い
温
情
と
し
て
の

こ
の
「
処
分
」
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
処
分
の
た
め
「
琉
球
藩
処
分
方
法
」
一
四
条
を
定
め
、

松
田
道
之
を
琉
球
処
分
官
と
し
て
琉
球
へ
派
遣
し
た
。
処
分
官
松
田

は
一
八
七
九
年
三
月
二
五
日
、
熊
本
鎮
台
分
遣
大
隊
歩
兵
大
隊
約
四

〇
〇
人
、
警
察
巡
査
ら
一
六
〇
人
余
、
ほ
か
官
吏
や
随
員
お
よ
そ
四

〇
人
の
合
わ
せ
て
六
〇
〇
人
余
を
連
れ
て
那
覇
港
へ
到
着
。
軍
備
の

な
い
に
等
し
い
琉
球
に
対
し
、
明
治
政
府
は
近
代
軍
備
を
背
景
に
琉
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球
人
ら
の
抵
抗
を
抑
え
て
首
里
城
を
明
け
渡
さ
せ
、
国
王
尚
泰
を
東

京
へ
護
送
し
た
後
、
六
月
一
三
日
に
沖
縄
を
離
れ
た
。
明
治
政
府
は

武
力
を
背
景
に
強
制
的
に
外
交
権
や
司
法
権
を
移
管
し
、
行
政
権
を

収
奪
し
た
。そ
し
て
、国
王
や
世
子
を
東
京
へ
護
送
し
た
。こ
れ
が「
琉

球
処
分
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
算
は
処
分
経
費
が
一
一
万
六
六
九
〇

円
三
七
銭
五
厘
、
内
務
省
経
費
（
増
額
分
）
が
二
万
四
一
一
八
円
。

こ
の
「
処
分
」
に
対
し
、
清
国
は
抗
議
し
、
琉
球
の
帰
属
を
め
ぐ
る

国
際
的
な
争
議
と
な
っ
た
。
琉
球
側
も
抵
抗
を
続
け
、
数
百
人
の
琉

球
人
が
清
国
へ
亡
命
し
て
い
る
。
亡
命
琉
球
人
の
救
国
運
動
は
、
福

州
を
拠
点
に
、
北
京
や
天
津
な
ど
に
広
が
り
、
歳
月
も
三
〇
年
以
上

に
及
ん
で
い
る
。
琉
球
人
の
救
国
運
動
は
、
日
本
近
現
代
で
は
多
数

の
亡
命
者
を
生
ん
だ
稀
な
抵
抗
運
動
だ
っ
た
。
明
治
政
府
は
一
方
的

な
命
令
を
琉
球
側
が
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
「
処
分
」
の
理
由

と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
処
分
で
琉
球
は
沖
縄
県
と
な
り
、
清
国
と

の
関
係
も
断
絶
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
数
の
亡
命
琉
球
人
の
存

在
も
あ
り
、
琉
球
の
帰
属
問
題
は
く
す
ぶ
り
続
け
た
。

「
日
本
」
で
は
な
い
琉
球

明
治
政
府
に
よ
っ
て
「
処
分
」
さ
れ
る
以
前
の
琉
球
国
は
、
中
国

を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
国
際
秩
序
、
冊
封
体
制
に
参

加
し
て
い
た
。
茂
木
敏
夫
の
説
明
（『
変
容
す
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の

国
際
秩
序
』
山
川
出
版
社
）
に
従
え
ば
、「
中
国
は
、
朝
貢
し
て
き
た

国
に
た
い
し
て
実
質
的
な
支
配
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
な
く
、
皇
帝
か
ら

与
え
ら
れ
た
暦
（
正
朔
）
を
用
い
る
な
ど
、
両
国
の
関
係
を
律
す
る

儀
礼
の
煩
瑣
な
手
続
き
を
履
行
す
れ
さ
え
す
れ
ば
、
周
辺
諸
国
の
自

主
は
保
障
さ
れ
、
内
政
・
外
交
へ
の
干
渉
は
行
わ
れ
な
い
の
が
原
則

だ
っ
た
」。
琉
球
国
は
五
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
明
・
清
朝
へ
進
貢

使
節
を
送
り
、
国
王
の
交
代
に
際
し
て
は
冊
封
使
節
を
受
け
入
れ
て

い
た
。
福
州
に
は
外
交
拠
点
と
し
て
琉
球
の
公
館
が
あ
っ
た
。
一
八

七
三
（
明
治
六
）
年
に
「
琉
球
館
」
を
訪
れ
た
福
島
九
成
が
外
務
省
へ

提
出
し
た
報
告
（「
清
国
視
察
福
島
黒
岡
両
氏
台
湾
事
務
ノ
儀
ニ
付

建
白
書
」）
に
よ
る
と
、
当
時
二
〇
〇
人
余
の
琉
球
人
が
滞
在
し
て
い

た
と
い
う
。

『
慶
嘉
会
典
』
に
記
載
さ
れ
た
朝
貢
国
は
朝
鮮
、琉
球
、ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ス
ー
ル
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ビ
ル
マ
な
ど
だ
っ
た
。
琉

球
国
は
朝
鮮
に
次
ぐ
、
第
二
位
の
序
列
。
こ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
の

秩
序
に
対
し
、
明
治
政
府
は
一
八
七
九
年
に
琉
球
国
を
併
合
解
体

し
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
江
華
島
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
一
八
七
六
年

に
日
朝
修
好
条
規
を
締
結
さ
せ
る
。
日
本
側
は
こ
の
条
約
一
条
「
自

主
ノ
邦
」
の
規
定
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
中
国
の
宗
主
権
は
否
定
さ
れ

た
と
み
た
。

欧
米
が
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
世
界
秩
序
を
揺
さ
ぶ
り
、「
万
国

公
法
」
の
世
界
秩
序
を
押
し
つ
け
た
時
代
に
、
明
治
日
本
も
ま
た
琉



● 146

球
国
を
解
体
し
、
朝
鮮
に
介
入
し
や
が
て
併
合
し
て
い
く
。
明
治
政

府
の
琉
球
国
の
併
合
方
法
と
、
朝
鮮
の
併
合
方
法
で
は
違
い
は
あ
る

が
、
清
国
を
中
心
と
し
た
冊
封
体
制
に
参
加
し
て
い
た
周
辺
国
を
武

力
を
背
景
に
し
て
、
強
制
的
に
併
合
し
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。

東
ア
ジ
ア
の
中
の
琉
球
国
。
そ
れ
は
幻
で
は
な
い
。
琉
球
救
国
運

動
の
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
幸
地
朝
常
（
中
国
名
・
向
徳
宏
）
は
一
八
七

六
（
光
緒
二
、
明
治
九
）
年
、
尚
泰
王
の
命
を
お
び
て
四
〇
人
余
を
引

き
連
れ
渡
清
し
、
福
州
の
琉
球
館
に
い
た
最
後
の
進
貢
使
（
国
頭
盛

乗
、
中
国
名
・
毛
精
長
）
ら
琉
球
人
た
ち
と
合
流
し
た
。
明
治
政
府

の
「
処
分
」
の
際
、福
州
の
幸
地
朝
常
は
琉
球
の
幹
部
へ
手
紙
を
送
っ

て
い
る
。
そ
の
手
紙
で
幸
地
は
「
日
本
官
吏
空
勢
ヲ
張
リ
凶
兵
銃
器

ヲ
振
テ
改
革
ヲ
迫
ル
ト
雖
モ
恐
ル
可
カ
ラ
ス
屈
ス
可
カ
ラ
ス
」（『
う

る
ま
ネ
シ
ア
』８
号
、
二
十
一
世
紀
同
人
会
）
と
、
琉
球
の
幹
部
ら
に

訴
え
て
い
た
。「
生
き
て
日
本
国
の
属
人
と
為
る
を
願
は
な
い
。
死

ん
で
も
日
本
国
の
属
鬼
と
為
る
を
願
は
な
い
」
と
も
書
い
た
幸
地
は

救
国
運
動
を
続
け
、
一
八
九
一
年
に
亡
命
先
の
中
国
で
客
死
し
て

い
る
。

沖
縄
で
は
中
国
元
号
を
使
っ
た
古
い
時
代
の
位
牌
や
納
骨
器
で
あ

る
厨
子
甕
な
ど
が
残
る
。
日
本
の
明
治
期
に
重
な
る
「
光
緒
」
も
多

く
見
え
る
こ
と
が
で
き
る
。現
在
確
認
で
き
る「
琉
球
国
」を
刻
み「
清

朝
の
暦
」
を
使
っ
た
最
後
の
墓
標
は
、
清
国
に
残
る
琉
球
救
国
運
動

の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
蔡
以
恭
（
湖
城
以
恭
）
の
も
の
だ
。
福
州
に
残

る
蔡
以
恭
の
墓
標
に
は
「
琉
球
国
／
大
清
宣
統
三
年
辛
亥
／
陳
情
存

留
官
湖
城
蔡
公
諱
以
恭
墓
／
五
月
二
日
卒
」
と
あ
る
。
宣
統
三
年
は

一
九
一
一
年
で
、
清
朝
が
滅
ん
だ
年
だ
。
蔡
以
恭
は
父
徳
昌
（
最
後

の
進
貢
使
節
の
北
京
大
通
事
）
と
、
兄
以
正
、
弟
以
譲
も
清
国
へ
渡

り
に
加
わ
り
、
い
ず
れ
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
死
者
の

蔡
以
恭
は
自
身
で
「
琉
球
国
」を
刻
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
志
を
同
じ

く
し
て
、彼
の
没
後
に
「
琉
球
国
」を
刻
ん
だ
仲
間
が
い
た
の
だ
ろ
う
。

明
治
末
期
に
は
救
国
運
動
の
メ
ン
バ
ー
と
福
州
へ
逃
れ
た
沖
縄
の

徴
兵
忌
避
者
ら
が
合
流
。
六
〇
、
七
〇
人
ほ
ど
の
琉
球
人
た
ち
が
、

琉
球
館
を
拠
点
に
福
州
で
暮
ら
し
て
い
た
。
最
後
の
人
物
・
儀
間
正

忠
（
中
国
名
・
胡
国
善
）
が
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
の
は
一
九
三
七
（
昭

和
一
二
）
で
あ
る
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
生
ま
れ
た
正
忠

は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
徴
兵
忌
避
の
た
め
清
国
へ
渡
り
、
そ

の
ま
ま
福
州
に
滞
在
し
そ
こ
で
学
校
を
出
て
琉
球
館
で
茶
業
を
営
ん

で
い
た
。
正
忠
の
兄
弟
た
ち
も
清
国
へ
渡
っ
て
い
る
。
正
忠
は
戦
後
、

沖
縄
で
亡
く
な
っ
た
。

植
民
地
で
の
戦
闘
と
し
て
の
「
沖
縄
戦
」

明
治
政
府
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
沖
縄
と
な
っ
た
琉
球
国
は
、
太
平

洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
、
日
米
両
軍
に
よ
る
戦
闘
で
焦
土
と
な
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り
、
多
く
の
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
貴
重
な
文
化
遺
産
も
失
っ
た
。
こ

の
沖
縄
戦
は
「
日
本
で
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
唯
一
の
地
上
戦
」
だ
と

い
わ
れ
る
。
見
方
を
変
え
る
と
、
こ
れ
は
別
の
言
い
方
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
沖
縄
を
「
日
本
」
の
側
に
置
い
て
見
る
か
、
そ
れ
と
も
近
代

日
本
が
侵
略
し
た
「
植
民
地
」
側
に
位
置
づ
け
る
か
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
沖
縄
戦
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
く
る
。
沖
縄
が
「
日
本
」
の

側
に
あ
る
と
、
簡
単
に
い
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
歴
史
的
事
実

は
、
近
代
日
本
が
琉
球
国
を
併
合
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
治
政
府
の
最
初
の
国
外
派
兵
で
あ
る
台
湾
出
兵
（
一
八
七
五

年
）、そ
し
て
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
年
）、日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
年
）

で
も
、
日
本
は
他
国
を
戦
場
と
し
た
。
日
清
戦
争
後
の
下
関
条
約
で

台
湾
を
割
譲
し
た
。
台
湾
出
兵
後
の
北
京
議
定
書
は
琉
球
国
併
合
の

理
論
づ
け
の
材
料
と
も
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
太
平
洋
戦
争
で
は
支
配

下
に
置
い
た
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
で
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
の
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
近
代
日
本
の
戦
争
は
、
自
国
を
戦
場
と
し
て

闘
っ
た
の
で
は
な
い
。

そ
の
文
脈
で
見
れ
ば
、
沖
縄
で
の
日
米
両
軍
の
戦
闘
は
、
日
本
が

侵
略
地
域
で
行
っ
た
一
連
の
戦
闘
の
延
長
線
な
の
で
あ
る
。
日
本
は

ア
ジ
ア
各
地
へ
出
か
け
、
そ
こ
に
住
む
住
民
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
の

社
会
を
破
壊
し
た
が
、
そ
の
最
後
が
沖
縄
で
の
戦
闘
で
あ
っ
た
。
ヤ

マ
ト
に
と
っ
て
、沖
縄
で
の
戦
闘
は
植
民
地
な
ど
と
同
じ
よ
う
に「
外

地
」
で
の
そ
れ
で
あ
り
、「
内
地
」
で
の
戦
闘
で
は
な
か
っ
た
。
沖
縄

戦
は
「
日
本
で
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
唯
一
の
地
上
戦
」
で
は
な
く
、

ヤ
マ
ト
が
侵
略
し
た
地
域
で
、
地
域
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
の
一

つ
だ
と
い
っ
て
い
い
。

大
日
本
帝
国
の
敗
戦

大
日
本
帝
国
は
一
九
四
五
年
八
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
す

る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
は
「
同
盟
国
の
目
的
は
、
日
本
国
か
ら
、
一

九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
戦
争
の
開
始
以
後
に
お
い
て
日
本
国
が
奪

取
し
又
は
占
領
し
た
太
平
洋
に
お
け
る
一
切
の
島
し
ょ
を
剥
奪
す
る

こ
と
、
並
び
に
満
州
、
台
湾
及
び
澎
湖
島
の
よ
う
な
日
本
国
が
清
国

人
か
ら
盗
取
し
た
一
切
の
地
域
を
中
華
民
国
に
返
還
す
る
こ
と
に
あ

る
。
日
本
国
は
ま
た
、
暴
力
及
び
貪
欲
に
よ
り
日
本
国
が
略
取
し
た

他
の
一
切
の
地
域
か
ら
駆
逐
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
す

る
カ
イ
ロ
宣
言
（
一
九
四
三
年
）
の
履
行
も
盛
り
込
ん
で
い
た
。

か
つ
て
琉
球
国
だ
っ
た
沖
縄
は
、中
華
民
国
へ
返
還
す
る
べ
き「
台

湾
及
び
澎
湖
島
の
よ
う
な
日
本
国
が
清
国
人
か
ら
盗
取
し
た
一
切
の

地
域
」、
あ
る
い
は
日
本
が
駆
逐
さ
れ
る
べ
き
「
暴
力
及
び
貪
欲
に
よ

り
日
本
国
が
略
取
し
た
他
の
一
切
の
地
域
」
に
あ
て
は
ま
る
の
か
、

否
か
。
し
か
し
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
以
前
に
、
す
で
に
米
軍
が

沖
縄
を
占
領
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
米
軍
は
、
米
軍
太
平
洋
艦
隊
司

令
長
官
お
よ
び
太
平
洋
方
面
総
司
令
官
ニ
ミ
ッ
ツ
の
名
で
ア
メ
リ
カ



● 148

軍
政
府
布
告
第
一
号
を
だ
し
「
日
本
帝
国
政
府
の
総
て
の
行
政
権
の

行
使
を
停
止
」
な
ど
を
宣
言
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
は
一
九
四
五
年
九
月
、「
降
伏
後
に
お
け
る
米
軍
の
初

期
の
対
日
方
針
」
で
、
占
領
政
策
の
基
本
を
示
す
。
こ
の
方
針
で
は

日
本
の
主
権
は
、
本
州
・
北
海
道
・
九
州
・
四
国
そ
の
他
付
近
の
島

嶼
に
限
定
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
連
合
国
最
高
司
令
官
の
名
で
一
九

四
六
年
一
月
、「
若
干
の
外
廓
地
域
を
政
治
上
行
政
上
日
本
か
ら
分

離
す
る
こ
と
に
関
す
る
覚
書
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
覚
書
き
で
、
日

本
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
地
域
と
し
て
「
日
本
の
四
主
要
島
嶼
（
北
海

道
、本
州
、四
国
、九
州
）
と
、対
馬
諸
島
、北
緯
30
度
以
北
の
琉
球
（
南

西
）
諸
島
（
口
之
島
を
除
く
）
を
含
む
約
一
千
の
隣
接
小
島
嶼
」
と
さ

れ
る
。
北
緯
30
度
（
こ
れ
は
後
で
北
緯
29
度
に
変
更
さ
れ
る
）
以
南

の
琉
球
が
日
本
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
た
。

沖
縄
は
日
本
な
の
か
、
違
う
の
か
。
歴
史
を
踏
ま
え
た
判
断
よ
り

も
、
米
軍
占
領
の
既
成
事
実
が
先
に
進
行
す
る
。
沖
縄
を
占
領
し
た

ア
メ
リ
カ
が
、
冷
戦
の
中
で
沖
縄
を
軍
事
植
民
地
と
し
て
使
い
続
け

る
た
め
の
仕
掛
け
が
「
残
存
主
権
」
だ
っ
た
。
沖
縄
は
旧
植
民
地
と

区
別
さ
れ
て
日
本
の
主
権
が
継
続
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
が
施
政
権
を

行
使
す
る
間
は
中
断
す
る
と
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

三
条
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
統
治
は
、
日
本
か
ら
の
領
土
割
譲
の

結
果
で
は
な
く
、
日
本
の
承
認
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
た
。

昨
年
、
王
暉
は
「
琉
球　

戦
争
の
記
憶
、
社
会
運
動
、
そ
し
て
歴
史

解
釈
に
つ
い
て
」と
い
う
論
文（『
現
代
思
想
』二
〇
〇
九
年
九
月
号
）

で
、
蒋
介
石
の
日
記
な
ど
を
用
い
て
、
カ
イ
ロ
会
議
（
一
九
四
三
年
）

の
際
の
琉
球
問
題
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
蒋
介
石
は
琉
球

と
台
湾
は
中
国
の
歴
史
で
同
じ
地
位
で
は
な
く
、
一
王
国
で
あ
っ
た

琉
球
は
そ
の
地
位
は
朝
鮮
と
相
等
し
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
そ

し
て
蔣
介
石
は
会
議
で
「
琉
球
は
国
際
機
構
の
中
美
共
管
に
委
託
す

る
に
由
ら
し
む
べ
し
」
と
提
案
し
た
と
い
う
。

王
暉
は
分
析
を
通
し
て
、
冷
戦
中
に
お
け
る
琉
球
の
地
位
は
一
九

四
三
年
に
は
確
定
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
琉
球
問
題
と
は
、

植
民
地
主
義
の
歴
史
や
太
平
洋
戦
争
、
冷
戦
の
複
雑
な
関
係
の
中
で

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
代
世
界
秩
序
の
形
成
の
中
で
う
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
沖
縄
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

な
ど
で
い
う
「
日
本
国
が
略
取
し
た
」
地
域
な
の
か
、
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
新
し
く
始
ま
っ
た
戦
後
の
世
界
の
枠
組
み
と
大

国
の
力
学
の
中
で
、
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
植
民
地
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
っ
た
。

周
縁
地
域
と
し
て
の
沖
縄

大
日
本
帝
国
の
敗
北
で
、
日
本
が
駆
逐
さ
れ
た
地
域
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
戦
後
を
歩
み
出
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
歩
み
は
沖
縄
に
限

ら
ず
単
線
で
は
な
い
。
例
え
ば
香
港
。
一
八
四
〇
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
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後
に
イ
ギ
リ
ス
に
統
治
さ
れ
て
い
た
香
港
は
一
九
四
一
年
、
日
本
軍

に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
が
駆
逐
さ
れ
る
と
、
国
民

党
と
共
産
党
が
せ
め
ぎ
合
う
中
国
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
が
再
び
統

治
し
た
。
香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ
た
の
は
一
九
九
七
年
だ
。
現
在

は
特
別
行
政
区
と
し
て
、
返
還
後
五
〇
年
間
は
「
一
国
両
制
度
」
を

継
続
す
る
と
表
明
さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
課
題
は
ま
だ
整
理
さ
れ
て

い
な
い
。

日
清
戦
争
後
の
下
関
条
約
で
大
日
本
帝
国
が
割
譲
し
た
台
湾
。
台

湾
は
日
本
が
駆
逐
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
し
大
陸
か
ら
蒋
介
石
が
国

民
党
を
引
き
連
れ
て
や
っ
て
き
た
。
台
湾
で
は
総
統
選
挙
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
は
ま
だ
解
決
さ

れ
て
い
な
い
。

沖
縄
は
日
米
の
戦
闘
の
あ
と
、
そ
の
ま
ま
米
軍
に
占
領
さ
れ
続
け

た
。
明
治
政
府
に
よ
る
併
合
過
程
を
見
れ
ば
、
沖
縄
（
か
つ
て
の
琉

球
国
）
は
、
カ
イ
ロ
宣
言
に
い
う
「
暴
力
及
び
貪
欲
に
よ
り
日
本
国

が
略
取
し
た
」
も
の
だ
が
、
し
か
し
、
戦
後
の
沖
縄
は
解
放
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
日
本
の
「
残
存
主
権
」
と
い
う
形
で
し
ば
ら
れ
、
ア
メ
リ

カ
の
軍
事
植
民
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
二
年
の
日
本
復
帰

に
よ
っ
て
、
沖
縄
は
日
本
の
一
部
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
多
く

の
米
軍
基
地
が
存
在
し
て
い
る
。

未
決
の
課
題
を
抱
え
た
現
在
の
沖
縄
か
ら
は
、
中
国
政
府
が
香
港

や
台
湾
に
ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
う
か
、
注
目
に
値
す
る
。
中
国
は

こ
の
難
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
。
植
民
地
の
歴
史
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
対
立
、
住
民
感
情
、
経
済
的
な
利
害
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
な

ど
、
多
く
の
要
素
が
混
ざ
り
込
ん
で
錯
綜
し
、
さ
ら
に
課
題
を
複
合

化
さ
せ
て
い
る
。
も
し
、
中
国
政
府
が
香
港
社
会
を
イ
ギ
リ
ス
時
代

よ
り
も
、
暮
ら
し
や
す
く
豊
か
な
社
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
、台
湾
と
中
国
と
の
関
係
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
は
沖
縄
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
は
ず
だ
。
さ
ら

に
、
そ
れ
で
は
日
本
政
府
は
ど
う
解
決
す
る
の
か
。

ヤ
マ
ト
の
人
々
に
と
っ
て
、
も
し
沖
縄
人
が
同
胞
だ
っ
た
な
ら

ば
、
戦
後
の
ヤ
マ
ト
社
会
は
自
ら
民
族
を
分
断
す
る
道
を
歩
ん
だ
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
冷
戦
に
よ
る
民
族
の
「
分
断
」
と
も
様
相
を

異
に
し
て
い
る
。
逆
に
、
ヤ
マ
ト
に
と
っ
て
沖
縄
人
が
同
胞
で
な
い

な
ら
、
ヤ
マ
ト
社
会
は
戦
後
も
周
縁
の
弱
小
民
族
を
利
用
し
、
そ
の

犠
牲
の
上
に
繁
栄
を
築
い
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ヤ
マ
ト
に
は
沖
縄
を
利
用
し
て
き
た
過
去
の
負
債
が
あ
る
。
沖
縄
か

ら
「
日
米
安
保
条
約
」
や
そ
の
改
定
五
〇
年
を
考
え
る
と
、
問
題
は

そ
こ
に
行
き
つ
く
。
こ
れ
は
日
本
社
会
が
、
ア
ジ
ア
と
ど
う
向
き
合

う
か
と
い
う
、
長
い
こ
と
抱
え
続
け
た
問
題
の
一
つ
の
事
例
だ
。

新
し
い
一
歩
を

ソ
連
が
崩
壊
し
て
二
〇
年
近
い
歳
月
が
流
れ
た
。
戦
後
の
仕
組
み
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や
関
係
が
疲
労
し
、
ア
ジ
ア
の
新
し
い
関
係
や
秩
序
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
沖
縄
と
ヤ
マ

ト
と
の
関
係
は
、
現
在
で
も
沖
縄
を
犠
牲
に
し
て
き
た
戦
後
の
構
図

の
中
に
あ
る
。
中
国
が
香
港
や
台
湾
な
ど
の
関
係
を
模
索
し
て
い
る

よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
も
ま
た
、
沖
縄
と
の
新
し
い
関
係
を
探
る
べ
き
だ

ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
明
治
日
本
が
武
力
で
琉
球
国
を
併
合
し
た

と
い
う
事
実
を
認
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う

前
提
に
立
つ
な
ら
、
大
日
本
帝
国
の
敗
戦
に
よ
っ
て
沖
縄
は
ヤ
マ
ト

の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
を
占
領
し

自
由
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
や
、
ヤ
マ
ト

の
主
権
回
復
の
た
め
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と

で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
の
呪
縛
か
ら
離
れ
、
ア
メ
リ
カ

や
近
隣
社
会
と
対
等
な
関
係
を
求
め
て
、
新
し
い
国
際
秩
序
構
築
の

た
め
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ

的
に
い
く
つ
か
、
簡
単
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

⑴
安
保
条
約
を
こ
れ
以
上
継
続
し
な
い
。
多
国
間
安
全
保
障
体
制
、

地
域
的
安
全
保
障
体
制
へ
移
行
す
る
。

⑵
日
本
国
内
に
お
け
る
米
軍
基
地
を
す
べ
て
閉
鎖
す
る
。

⑶
米
軍
基
地
の
閉
鎖
後
、
五
年
間
は
日
本
政
府
が
借
り
受
け
、
原
状

回
復（
あ
る
い
は
施
設
撤
去
、環
境
整
備
）し
、地
主
に
返
還
す
る
。

⑷
米
軍
に
提
供
し
て
い
た
資
金
と
同
額
を
多
国
間
安
全
保
障
体
制

の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用
す
る
。

⑸
自
衛
隊
は
当
面
、
現
状
維
持
と
す
る
。

⑹
住
民
が
望
む
な
ら
沖
縄
を
特
別
行
政
区
、
あ
る
い
は
独
立
さ

せ
る
。

⑺
沖
縄
の
嘉
手
納
基
地
の
跡
地
に
、
東
ア
ジ
ア
組
織
本
部
を
設
立
し

提
供
す
る
。
そ
し
て
、
事
務
局
、
議
会
、
教
育
機
関
、
医
療
機
関

な
ど
を
置
き
、
多
国
間
、
あ
る
い
は
地
域
的
安
全
保
障
体
制
を
支

え
る
拠
点
と
す
る
。

⑻
沖
縄
は
香
港
、マ
カ
オ
、チ
ェ
ジ
ュ
島
、台
湾
な
ど
と
、島
嶼
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
く
。
そ
し
て
、そ
の
事
務
局
、議
会
、教
育
機
関
、

医
療
機
関
な
ど
を
置
き
、
大
国
の
周
縁
地
域
の
関
係
拠
点
と
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
安
全
保
障
体
制
の
も

う
一
つ
の
核
と
す
る
。

ま
と
め
て
い
え
ば
、
日
米
の
二
国
間
同
盟
体
制
を
や
め
て
、
多
国

間
・
地
域
的
安
全
保
障
体
制
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
も
、
米
軍
基
地
の
全
面
的
な
閉
鎖
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
歴
史
を
踏
ま
え
沖
縄
を
、
特
別
行
政
区
な
ど
と
し
関
係
再
編

の
手
が
か
り
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
、
日
本
が
侵
略
し
た
近
隣
の

人
々
の
信
頼
を
醸
成
し
地
域
的
安
全
保
障
体
制
を
築
く
た
め
の
基
礎

と
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
目
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
は
な
い
。
シ
ン

プ
ル
だ
が
実
現
に
は
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
し
か
し
、
ね
じ
れ
た
関
係
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を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
シ
ン
プ
ル
で
基
本
的
な
こ
と
か
ら
始
め
る

方
が
い
い
。

さ
い
ご
に

日
中
歴
史
共
同
研
究
の
第
一
期
報
告
書
が
二
〇
一
〇
年
一
月
、
発

表
さ
れ
た
。
そ
の「
第
四
節　

台
湾
出
兵
と
琉
球
問
題
」の
中
で「
１
、

琉
球
帰
属
問
題
」
と
し
て
、
琉
球
の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
日
本
は
慎
重
に
し
か
し
断
固
と
し
て
琉
球
処
分

を
推
し
進
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
琉
球
は
抵
抗
し
た
が
、
そ
れ
は

支
配
層
が
中
心
で
あ
り
、
民
衆
に
と
っ
て
、
琉
球
処
分
は
、
薩
摩
支

配
の
前
近
代
よ
り
は
、
明
ら
か
に
よ
い
方
向
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、
清
国
は
遅
れ
を
取
り
、
日
本
の
主
張
を
徐
々
に
受
け
い
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
決
着
が
つ
く
の
は
、
日
清

戦
争
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
琉
球
国
併

合
を
め
ぐ
る
日
清
争
議
で
の
互
い
の
主
張
に
関
し
て
は
、『
沖
縄
県

史
』
一
五
巻
（
琉
球
政
府
、
一
九
六
九
年
）
が
残
さ
れ
た
史
料
を
収
録

し
て
い
る
が
、
報
告
書
の
日
本
側
の
記
述
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
、

か
つ
て
の
明
治
政
府
の
主
張
と
ど
れ
だ
け
の
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
だ
。

明
治
日
本
は
ア
ジ
ア
へ
出
か
け
て
い
き
、
他
国
を
戦
場
と
し
た
。

そ
の
事
実
は
消
え
な
い
。
ア
ジ
ア
各
地
を
焦
土
と
し
、
住
民
を
巻
き

込
ん
だ
こ
と
。
沖
縄
に
関
し
て
も
、
武
力
併
合
、
沖
縄
戦
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、
安
保
条
約
。
悪
魔
の
島
。
話
は
循
環
し
な

が
ら
、
そ
し
て
、
現
在
で
も
沖
縄
は
、
ヤ
マ
ト
に
米
軍
基
地
を
押
し

つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
た
ど
り
つ
く
。
そ
れ
が
明
治
政
府

の
琉
球
国
併
合
の
結
果
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
近
代
沖
縄
の
事
例
は
ア

ジ
ア
の
各
地
が
日
本
か
ら
味
わ
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
例
に
過
ぎ
な

い
。
背
後
に
は
多
く
の
「
沖
縄
」
が
、
あ
る
い
は
「
沖
縄
以
上
」
が
存

在
し
て
い
る
。

日
本
社
会
は
自
ら
の
歩
み
を
冷
静
に
見
つ
め
、
そ
の
足
跡
を
自
覚

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
沖
縄
な
ど
の
犠
牲
の
上
に
一
〇

年
、
五
〇
年
と
続
け
て
き
た
日
米
安
保
体
制
は
、
永
続
で
き
な
い
こ

と
に
気
が
つ
く
だ
ろ
う
。
ソ
連
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
は
決
し
て
無

縁
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
の
社
会
の
力
で
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を

作
り
替
え
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
ら
変
え
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
国
際
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
崩
壊
し
て
い
く
の
を
待
つ
の
か
。

日
本
社
会
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
が
コ
イ
ン
の
裏

表
の
関
係
で
は
な
く
、
同
じ
光
を
共
に
浴
び
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
日
本
社
会
に
は
、
近
隣
と
信
頼
関
係
を
作
り
上

げ
豊
か
な
未
来
を
切
り
開
く
力
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
た
い
。

し
い
た
だ
・
あ
つ
し

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。『
う
る
ま
ネ
シ
ア
』
編
集
委
員
。
著
書
『
琉
球
の
国
家
祭
祀
制
度
―
そ
の
変
容
・
解
体

過
程
』（
出
版
舎M

ugen

）。


